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開催 

TEL045(504)5121 鶴見区潮田町 2-120-2 
あなたの力を貸してください！党鶴見区後援会へご参加ください。  無料生活・法律相談 
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神奈川県議会議員 木佐木 
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木佐木ただまさ news 
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Profile 
‣1984 年（４１歳）山口県出身  
‣鶴見区馬場在住 
‣神奈川大学法学部卒 
‣よこはま健康友の会会長  
‣横浜東民商顧問  

県立高校と保健福祉大学の学ぶ権利を応援！ 

3 月１３日に行われた予算委員会で県立高校・大学

での学費負担軽減策について質疑しました。 

県立高も入学金０に出来る！ 

現在、県立高校の全日制では５，６５０円の入学金

を徴収しています。実はこの金額、明確な事務コスト

に基づくものではなく、単に国の基準を漫然と引き写

しているだけなのです。一方、通信制高校では、昭和

３３年から「勤労学生を支える」という県独自の立派な

政治判断で入学金を免除しています。 

 県は「無償化は国で議論されるべき」と答弁しまし

た。しかし私は、「通信制で独自の免除ができている

のに、国待ちにするのは筋が通らない」と強く迫りまし

た。年間約２億円の予算は県の規模なら決断可能で

す。引き続き、県独自の完全廃止を求めていきます。 

県立大の入学金無償化で、 
地域の未来を担う人材を！ 

東京都立大学や大阪、兵庫などの公立大学では、

次々と入学金や授業料の無償化に踏み切っています。

本県の県立保健福祉大学は、将来の神奈川の医療や

福祉を最前線で支える人材を育てる、極めて重要な

拠点です。 

 県は「重要な財源であり、他都市の動向を注視して

研究する」と答弁しました。しかし、他県に遅れをとれ

ば、志ある優秀な若者が神奈川から流出しかねませ

ん。学びの入り口にある経済的ハードルを取り払い、

学生が安心してスタートを切れるよう、完全廃止（無

償化）を強く提案しました。 

奨学金の使いやすさ向上へ 
今年度から保健福祉大で始まった「給付制奨学金」

ですが、申請に「自己ＰＲ動画の作成」などが求められ

ています。生活費のためにアルバイトに追われる学生

にとって、動画編集などの煩雑な作業は負担が重く、

実際に定員割れで２次募集が行われる事態となりまし

た。 

 私が「過度な要件は撤廃し、手続きを簡素化すべき」

と追及した結果、県から「学生の負担感については検

証し、運用の改善を検討していきたい」との重要な答

弁を引き出しました。あわせて、国の支援制度だけで

は足りない学費の差額分を、県独自に補填する新制

度の創設も求めています。 

【木佐木の視点】 

優秀な学生を単に「確保」する視点ではなく、経済

的な背景に関わらず、すべての意欲ある若者がアル

バイトに追われずに学べる環境を整えること。これこそ

が、本県に求められる真の福祉の心です。県が「国の

制度」を言い訳にせず、支援の隙間を埋める多角的な

政策をただちに実施するよう求めたいと思います。 

 

YOUTUBE でも紹介しています⇒ 


